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ワンダーエース
登場人物

０１　織原つむぎ　　　　　　　　
０２　織原カナエ
０３　祖母：織原はなえ　　　　　
０４　母：織原桃子
　０５　瀧上キイチ　　　　　　　　　
０６　トキワルミ子

０７　ワンダーエース　　　　　　　
０８　グーデナグール（転校生　黒木こぶし）

０９　ブグ　　　　
１０　バグ
　１１　瀧上比沙子　　　
１２　日景ひなた
　１３　回想の祖父・織原健吉

　１４　２年Ｃ組担任　三田園里佳子
１５　２年Ｃ組生徒Ａ
１６　２年Ｃ組生徒Ｂ
１７　２年Ｃ組生徒Ｃ
１８　２年Ｃ組生徒Ｄ
１９　２年Ｃ組生徒Ｅ
２０　２年Ｃ組生徒Ｆ
　回想の子供たち
⒈　学級委員長織原つむぎ


２年Ｃ組の教室。下校前の学活。生徒たちが
思い思いの格好で座っている。座っていない
者もいる。グループごとにそれぞれの話題で
盛り上がり、学活が始まる様子は
ない。
担任　　静かにしなさい！帰れませんよ。学活終わらな　
いと、帰れませんよ！
生徒Ａ　エッ、今日帰れないんですか？
担任　　学活が終われば帰れます！
生徒Ａ　なーんだ。（安心してまた話し始める）担任　　　　　
話を聞きなさいよ！（しばし途方に暮れる）
もお～～～。（つむぎに）織原さん、学活の
司会、お願い。
つむぎ　あ、ハイ（前に出てくる）ええと・・・合唱コ　　　
ンクールの自由曲を・・・（さらに大きな声で）　　
自由曲をきめないといけないんですけど・・・（さ
らに大声で）自由曲をきめないと・・・
生徒Ｂ　委員長が決めちゃっていいよ。（ＡとＣに）ねえ。
生徒Ｃ　エッ、やだ。あたし「（曲名又は歌手名）」歌い
たいんだけど・・・
生徒Ｂ　そんなのカラオケで歌いなよ。
生徒Ｃ　カラオケ、いいね～。
生徒Ａ　今度、行こっか？
生徒ＡＢＣ、カラオケの話で盛り上がる。
担　任　ちょっとあなたたち！
生徒Ｄ　委員長、決めてくれたら、俺たち歌うから
さ。
生徒Ｅ　おまえ、歌わないじゃん。いつも口パクじ
ゃん！口パクなのに音痴じゃん。
つむぎ　あの・・・（さらに大声で）あのぉ、もう少
しまじめに

生徒Ｆ　あ、俺、（曲名又は歌手名）」歌いたい！
生徒Ｄ　そんなのカラオケで歌えよ。
生徒Ｆ　カラオケ、いいね～。
生徒Ｅ　今度、行こうぜ。
生徒ＤＥＦ、カラオケの話で盛り上がる。
つむぎ　ううううううううう。
三田園　じゃあ、自由曲のことはいったん保留にし
ましょう。いいですか？
生徒Ａ～Ｆ　いいで～す。（と言ってまた私語を始め
る）
つむぎ　ううううううううう。

騒然とした教室の中で、つむぎの親友ひなた
がポツンと座っている。つむぎとひなた、目
が合う。ひなた、つむぎに何もしてやれず、
下を向いてしまう。
担任　　織原さん、席に戻っていいわ。
つむぎ　ううううう。（うなずく）
つむぎ、席に戻る。
担任　　静かにしなさい！
生徒たち、やっと静かになる。
担任　もう少し、委員長に協力しなさい。言ったでしょ　
う？織原さん、今週いっぱいで転校するのよ。
生徒Ａ～Ｆ　は～い。
生徒Ａ　あっ！
担任　何？
生徒Ａ　代わりの委員長、誰がやるんだろう。
生徒Ｂ　（Ａに）やれば？
生徒Ａ　何であたしなのよ。（Ｃに）やってみれば？
生徒Ｃ　無理無理。
生徒Ｄ　（Ｅに）おまえ、できるんじゃない？
生徒Ｆ　（Ｅに）小学校のとき、やってたじゃん。
生徒Ｅ　やってねえよ。「亀のえさ」係だったもん。
生徒Ｄ　なんだよ、「亀のえさ」係って！
生徒Ｃ　亀ってこわくない？
生徒Ａ　蛇のほうがこわいよ！
生徒Ｅ　えさにするミミズ捕まえるんだよ。
生徒Ｆ　そうだ、思い出した、こいつミミズ捕るの
超うまいの。
生徒Ｂ　ミミズ嫌い。
生徒Ａ　寝耳にミミズ。
生徒Ｃ　意味わかんない。　　
ひなた　（立ち上がる）あの・・・（さらに大きな声で）
あの！　生徒たち、何事かとひなたに注目する。
担任　　日景さん、どうしたの？
ひなた　あの・・・その・・・
つむぎ　ひなた・・・

　　　　　突然のＢＧＭ。校内放送が流れ始める。
放送　 　「清掃の時間です。窓を開けて、教室の掃除を
しましょう。足で雑巾がけをするのはやめまし
ょう。」
ひなた　・・・なんでもないです・・・（座る）
生徒Ｄ　おれ、今週当番じゃない。ラッキー。
生徒Ｅ　当番でもサボるくせに。
生徒Ｆ　やべー、部活に遅れる。
生徒Ａ　あたしも部活だ。
生徒Ｂ　うわー今日外周だ～。
生徒Ｃ　先生、まだ終わんないんですか？
担任　　仕方ないわ。続きはあした話しましょう。
織原さん、号令をお願い。
つむぎ　はい・・・起立。・・・（さらに大きな声で）
きりつ！（生徒は話しながら立つ）気を付け。
（生徒は話しながら気を付け）礼（生徒は話
しながら礼）。
生徒たち、話しながら退場する。
担任　　ちょっと、掃除よ、掃除！（生徒たちを追いか
ける。）
つむぎとひなたが教室に残る。
チャイム。
⒉　帰り道

　　　織原つむぎと日景ひなたが歩いている。
つむぎ　・・・ねえ、さっき何言おうとしたの？
ひなた　え？ああ。なんだっけ・・・忘れちゃった・・・
つむぎ　・・・そっか・・・まあ、嬉しかったよ。ウン。
ひなた　・・・ごめんね、力になれなくて。
つむぎ　全然（気にしてないよ）。・・・でも、どうして
まとまらないかね、あのクラス。悪い人たちじ
ゃないんだけど・・・
ひなた　運動会の全員リレーも移動教室のバスレクも悲
惨だったし。合唱コンも心配だよ。自由曲も決
まらないし・・・
つむぎ　ごめんね、途中で転校しちゃうけど。
ひなた　仕方ないよ。・・・それより、文化祭。
つむぎ　ああ、劇、出たかったな、・・・ひなた、これか
ら練習だね。

ひなた　つむぎは？今日は部活出ないの？
つむぎ　うん。引っ越しの準備があるから。ひなた、頑
張ってね。いい役とるんだよ！
ひなた　うん。
　　　
３年生の瀧上がやってくる。
瀧上　　いい役とりたかったら、声をしっかり出さなく　　
ちゃね、ひなたサン！
ひなた　あー、瀧上先輩！あれ、帰るんですか？
瀧上　　今日は塾だから。あれ、つむぎは、帰るの？
つむぎ　ハイ！
瀧上　　じゃ、途中まで一緒に行こうか。
つむぎ　ハイ！
瀧上　　（ひなたに）じゃ、がんばってね。
ひなた　お疲れさまでした。じゃあ、つむぎ、明日ね。
つむぎ　バイバーイ。・・・はぁぁぁぁぁ・・・（と深い
ため息）
瀧上　　おっ、そのため息は「悩み事もしくは愚痴をき
いてほしい
アピール」だな。しかたない聞いてやるか。で、
どうした？
つむぎ　先輩、するどい・・・
３　つむぎの声
瀧上　　そっか、苦労してたんだね。全然気が付かなかった。部活じゃ楽しそうな顔しか見せないから、つむぎ。
つむぎ　部活には持ち込みたくなくて・・・

瀧上　　さすがだね。演劇部員の鑑（かがみ）だ！
つむぎ　でも、委員長は失格です。
瀧上　　なんで？
つむぎ　指示一つ通らないんだから。・・・セリフが届かないんだから演劇部員も失格です。
瀧上　　もったいないな。
つむぎ　え・・・
瀧上　　あんたの声には、周りを劇の世界に引き込む力
がある。去年の文化祭なんか、ほんと助けられ
たから。
つむぎ　うっ（感動する）

瀧上　　それなのに「演劇部員失格」なんて勿体ない。
つむぎ　ううっ（感動が深まる）
瀧上　　今週でつむぎがいなくなっちゃうのが何より勿
体ない！
つむぎ　うううっ（感動がこみ上げる）

瀧上　　三年生最後の舞台、つむぎと一緒にやりたかっ
たよ。
つむぎ　うううううううう（感極まる）
瀧上　　あっ、泣く？
つむぎ　うううううう～っ（首を横に振る）
瀧上　　最後の日は顔出すんだよ、部活。
つむぎ　ううう。（首を縦に振る）
瀧上　　あ、そうだ。キイチの奴、今日もお宅にお邪魔
してると思う。
つむぎ　うううう、え？あ、はい。
瀧上　　カナエちゃんには感謝してるよ。変な弟なのに
相手してくれて。
つむぎ　なんだか波長が合うみたいです。
瀧上　　遅くならないうちに帰ってこいって伝えてね。
つむぎ　ハイ。
瀧上　　じゃあね。
つむぎ　失礼します。
瀧上　　つむぎ。
つむぎ　ハイ？
瀧上　　転校まであと三日あるよ。クラスのこと、あき
らめるな！
つむぎ　うううっ（再び感極まる）

４　物置小屋
織原家。引っ越し準備の真っ最中。つむぎの妹カ
ナエと友人の瀧上キイチが段ボールを持ち上げよ
うとしている。
カナエ　いい？持ち上げるよ。
キイチ　はい。
二人　　せーの！
母　　　悪いわね、キイチくん、手伝ってもらっちゃっ
て。
キイチ　大丈夫です。
母　　　うちのお父さんよりよっぽど頼りになるわ。
　
キイチ　どうも。
母　　　あの人、荷物整理があるってのに、今日も残業
だなんて。
キイチ　はあ・・・
母　　　わざとよ、わざとに決まってるわ。そう思わな　　
い、カナエ。
カナエ　お母さん。・・・これ、持ち上げないといけない
から。
母　　　あら、ごめんなさいね。じゃ、いくわよ。せー
の！　底が抜けて箱の中身がぜんぶ出てしまう。

カナエ　あー、もう！お母さんがへんなタイミングで掛け声かけるから。
母　　　わたしのせいじゃないわよ。
キイチ　底がぬけてますね。
カナエ　感心してないで、拾って！
　　　　　カナエとキイチ、中身を拾う。
キイチ　あれ、これ・・・（拾い上げる）紙芝居だ・・・（木の枠や拍子木もある。）すごい、本格的ですね・・・
カナエ　どれどれ、「ワンダーエース　最後の戦いの巻」
だって。
キイチ　「ワンダーエース」！（目の色が変わる）
母　　　亡くなったおじいちゃんのかしら。キイチくん、
知ってるの？こんな古いのに。
キイチ　これは、たいへんな発見かもしれませんよ・・・
カナエ・母　えっ！？
５　残念なヒーロー
　　　　　つむぎがやってくる。着替えている。
つむぎ　お待たせ～、さあ、始めようか・・・あれ？ど　　　
うしたの？
母　　　たいへんよ、つむぎ。引っ越しの荷物の中から
おじいちゃんが発見されたの。
つむぎ　ええっ！
カナエ　間違ってるよ、お母さん！違うからね、お姉ち
ゃん。おじいちゃんの荷物からたいへんなもの
が発見されたの！
つむぎ　あーびっくりした。で、たいへんなものって？

キイチ　これです、これが出てきたんです。
つむぎ　「ワンダーエース　最後の戦い」・・・紙芝居？
何がたいへんな発見なのよ。

キイチ　「ワンダーエース」は終戦後、子供たちを夢中にした人気紙芝居作品でした。しかし、テレビの普及により紙芝居ブームが下火になり、それとともに静かに姿を消しました。
母　　　「ブーム」なんて、いつもそんなものよ。エリマキトカゲとか、紅茶キノコとか。
つむぎ　キイチ君詳しいね、さすがヒーローオタク。
キイチ　その後、「鉄腕アトム」に対抗してアニメ版がテ
レビ放映されましたが・・・
カナエ　「アトム」、知ってる！

つむぎ　どうなったの？
キイチ　放映時間が「アトム」と重なったので視聴率が伸びず、番
組は突然打ち切りになってしまいました。
つむぎ　ああ・・・負けちゃったんだ、ワンダーエース。
カナエ　相手が「アトム」じゃね～
母　　　十万馬力ですものね。

キイチ　だから、「ワンダーエース」は、紙芝居版にもア
ニメ版にも最終回はないはずなんです。
カナエ　え？でも、この紙芝居、「ワンダーエース最後の
戦い」だよ。
キイチ　だから、たいへんな発見なんですよ。伝説のヒ
ーロー、ワンダーエース。その幻の最終回！
母　　　まあ、お宝だわ！
カナエ　どうしよう、お姉ちゃん。
つむぎ　落ち着くのよ、カナエ！
カナエ　そうだ！お姉ちゃんが読んでよ、紙芝居。
つむぎ　突然何言ってるの。なんでわたしが！
カナエ　演劇部員でしょ！チャンスと場所があれば芝居
はできるって言ってたじゃん。
母　　　紙芝居だってお芝居には変わりないわ。

つむぎ　そんなむちゃくちゃな。
カナエ　キイチだって見たいよね、ワンダーエース。
キイチ　ハイ、どんな最終回なのか気になります。
つむぎ　いや、でも・・・
キイチ　皆さんとは今週でお別れなんですよ。（涙声）記
念にお姉さんの紙芝居が見たいです（泣く）
カナエ　ほら、キイチもこう言ってるんだから。よっ、　　　　
待ってました！（拍手）
つむぎ　ううううううう・・・あ。
カナエ　何？
つむぎ　ダメだよ、この紙芝居、途中で終わっちゃって
る。
母　　　まあ、そうなの？
つむぎ　ワンダーエースが痛めつけられてるところまで
しかない。
カナエ　何それ、ワンダーエース弱すぎ！
キイチ　いえ、主人公がピンチに陥るのはヒーローもの
のお約束です。このあと大逆転のチャンス　　　
が・・・。あっ。
母　　　今度は何？
キイチ　よく見たら、これ印刷じゃないです、手描きで
す。
つむぎ　手描き？
キイチ　絵具で直接 描いています。きっと誰か熱烈なフ
ァンが趣味で作ったんですよ。
母　　　「誰か」って・・・じゃ、亡くなったおじいち
ゃんが作ったんだわ・・・そんなマニアックな
人だったかしら・・・
キイチ　なんだか親しみがもてます。
母　　　ちょっと待って。ってことはこれはお宝では
キイチ　ありませんね。
母　　　そう・・・・あ、買い物に行かなくちゃ。あと
はお願いね！
（立ち去る）
カナエ　完全に興味を失ったのね。
つむぎ　わかりやすい母だわ。・・・て、ことで途中まで
しかないんだから無理ね。
キイチ　残念です。
カナエ　さ、早く片付けておやつ食べよ。キイチ、お疲
れさま。バイバイ。
キイチ　え、もう帰んなきゃダメですか。
カナエ　今日はありがとうね。・・・明日、学校で！
キイチ　え・・・。
カナエ　来なよ、学校。
キイチ　まあ・・・がんばってみます・・・あれ、お姉
さん？
　　　つむぎ、紙芝居の支度を始めている。
つむぎ　なんか、むしょうに紙芝居が読みたくなってき
た・・・
カナエ　そんなことあるの？
つむぎ　この紙芝居に、呼ばれているような・・・うう
うううう
カナエ　さすが。女優は言うことが違うわ
つむぎ　そんなんじゃなくて。いい？やるよ。
カナエ　お姉ちゃん？（ほんと、どうしたの？）
キイチ　これ終わるまで、いてもいいですよね？
６　途切れた物語
　　　拍子木の音。

紙芝居をもったつむぎと座ってみているカナエ・
キイチ
つむぎ　『ワンダーエース　最後の戦いの巻』はじまり
はじまりーーー。
カナエ・キイチ　パチパチパチと拍手
つむぎ　「悪党グーデナグールの本拠地に乗り込んだワ
ンダーエース！」
ワンダーエース登場。ここからつむぎのセリフに
合わせて壇上でワンダーエースたちが動く。
つむぎ　「すると突然、背後から、グーデナグールの手
下ブグとバグが襲い掛かる！あぶない、ワンダ
ーエース！！しかし、次の瞬間、エースはひら
りと身をかわし、手下二人をあっという間に投
げ飛ばす！」
エース　『背中を狙うとは卑怯者め！』
ここから紙芝居の登場人物が実際に動いて演技を
する。
ブグとバグ、「ちくしょう」「おぼえてろ」な　　
どと言いながら去る。
エース　出てこい、グーデナグール！きさまの悪事も今
日限りだ！
グーデ　（呪文）ビンデナグールボーデナグールグーデ
ナグール（声だけ）よく来たな小僧。誉めてや
ろう。だが、お前の命こそ今日限りだ。
エース　なんだと！
グーデ　ビンデナグールボーデナグールグーデナグール。
　　　　　悪党グーデナグールが姿を現す。
グーデ　これでも私に逆らうのか？
つむぎ　「ブグとバグが連れてきたのはワンダーエース
の友達・ルミ子でした。」
エース　ルミ子さん！どうして毎回人質に・・・
ルミ子　エースさん、ごめんなさい。

グーデ　こいつを助けたければ、おとなしくその腕輪を
外せ！
エース　何？
グーデ　それさえなければワンダーエースといえど赤ん
坊も同然だ。さあ、外せ！

エース　・・・・・・。（躊躇している。）
グーデ　こいつがどうなってもいいのか？
エース　仕方ない。（腕輪を外して放り投げる）さあ、約
束通りルミ子さんを放せ。
グーデ　（腕輪を奪い去る）手下どもさっきの仕返しだ！
手下どもがワンダーエースを棍棒で殴りつける。そ
の場に倒れこむエース。卑怯にもエースを二人がか　
りでさらに痛めつける手下ども。
ルミ子　エースさん！ああ、どうすれば・・・何かいい
方法はないかしら・・・
グーデ　私がとどめを刺してやる！（銃を出す）覚悟し
ろワンダーエース！
つむぎ　「瀕死の重傷を負ったワンダーエースに悪の銃
口が向けられる！絶体絶命の大ピンチ！」
　　　　　身を乗り出すカナエとキイチ。
つむぎ　するとその時！するとその時・・・するとその
ときぃ～。
カナエ　何、何、どうなるの？
つむぎ　（悔しそうに）ここでおしまいです・・・。

　　　　つむぎ、読むのを止める。ワンダーエースたち　
の動きも止まる。
カナエ　でも、お姉ちゃん、さすがだね～。
キイチ　登場人物がほんとに動き出しそうでしたよ。
つむぎ　まあ、登場人物に命を吹き込むのが役者の務め
ですから？
　　　　　突然、辺りが薄暗くなる。
つむぎ　何？
カナエ　お姉ちゃんが寒いこと言うから・・・
つむぎ　何よ失礼ね。
雷鳴のような音と閃光。
キイチ　うわああああっ！

カナエ　何？
つむぎ　カミナリじゃない？
カナエ　（腰を抜かしているキイチを発見）ちょっと、キイチ！
キイチ　ごめんなさい・・・
　　　　　雷鳴大きくなる。閃光、激しくなる。
　　　　　再び、「物語」の世界。

ルミ子　せっかく動き出した物語の世界が、また止まっ
てしまう！そんなことはさせない！（叫ぶ）絶
対に許さないわ！
　　　　　落雷の音
７　ルミ子のお願い
再び織原家の物置。「物語」の世界から現れたルミ子が俯せに倒れている。呆然とするつむぎ、カナエ、キイチ。
カナエ　お姉ちゃん・・・貞子だ・・・
ルミ子　（顔を上げる）ルミ子です！
つむぎ　ルミ子って・・・
ルミ子　ワンダーエースのヒロインのルミ子です
カナエ　自分でヒロインって言っちゃってる・・・

ルミ子　わたしたちの物語を動かしてくれたのは誰です
か？
つむぎ　何言ってるの、この人・・・
カナエ　物語を動かしたってお姉ちゃんのことだよ。
つむぎ　あ・・・紙芝居読んだのは私だけど・・・
ルミ子　あなたなのね！
つむぎ　ごめんなさい！
ルミ子　ありがとう！
つむぎ　どういたしまして！
ルミ子　あなたの声が、私たちの世界に命を吹き込んで
くれたのよ！
つむぎ　私たちの世界？
ルミ子　物語の世界よ。
つむぎ　よくわかんないけど、お役に立てて光栄で　
す・・・
ルミ子　それなのに・・・
つむぎ　え？
ルミ子　どうして途中でやめてしまったの？おかげでま
た物語が途切れてしまったわ。
つむぎ　ごめんなさい。
ルミ子　お願い、物語を続けて。このままだとせっかく
吹き込まれた私たちの命が消えてしまう・・・
つむぎ　残念だけど、つづけるのは無理！だって、（紙芝
居を見せる）ほら、ここまでしか残っていなか　　　
ったの。
ルミ子　・・・そんなぁ・・・わたし、どうすればいい
の！（紙芝居を放り投げる）
つむぎ　ルミ子さん！だめだよ乱暴に扱っちゃ。
カナエ　そうだよ、ルミ子さんの世界がこの中にあるん
でしょ？
ルミ子　・・・ごめんなさい。ああ、私ったら何をして
るのかしら・・・

つむぎ　ルミ子さん、ちょっと落ち着こうよ。
キイチ、突然ルミ子に触る。
ルミ子　いやあああっ！（ひっぱたく）ハレンチだわ！
カナエ　キイチのバカ！何やってんの。
キイチ　アタタカイ、ヤワラカイ、イタイ、・・・夢ジャ
ナイ・・・ホンモノデス
カナエ　ヘンな確認の仕方をするな！
キイチ　ゴメナサイ。
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊
ルミ子　そう・・・つむぎさんとカナエさんはここを引
っ越すの。
カナエ　お父さんの仕事の都合でね。
ルミ子　お父さんか・・・
カナエ　私、泣いて反対したんだけど、泣いてもどうに
もならなかった。大人っていろいろあるんだね。
つむぎ　ルミ子さん？（ルミ子が悲しい顔をしている）
ルミ子　あ、ごめんなさい。父のことを思い出したの。
つむぎ　ルミ子さんのお父さん、どうかしたの？
キイチ　ルミ子さんのお父さんは科学者でした。トキワ
博士。ワンダーエースの生みの親です。
ルミ子　あなた、父のことを知っているの？
キイチ　主な作品の主要キャラはひととおり押さえてい
るつもりです。
ルミ子　キャラ？
カナエ　こいつはね、物語の世界のことに詳しいんだよ。
変な奴だけど頼りになるんだ。
キイチ　グーデナグールは世界征服のために、ルミ子さ
んのお父さんを利用しようとしたんです。
ルミ子　でも父は従いませんでした。そのために・・・命を奪われて・・・
キイチ　ルミ子さんはお父さんの敵を討つために、わざ
と毎回人質になっていたんですね。
カナエ　そうなの？
つむぎ　そんなの無茶すぎるよ！
ルミ子　最後のチャンスだと思ったのに・・・物語が止
まってしまうなんて・・・
カナエ　かわいそう、ルミ子さん・・・
ルミ子　でも、わたしがいちばん許せないのは、ワンダ
ーエースが、正義が、悪に屈したまま物語が止
まってしまったことなんです。弱いもの達の味
方が勝たなくてはいけないんです！
つむぎ　そうだね・・・うん、そうだ！

カナエ　何かいい方法はないの？キイチ！
キイチ　物語の続きを作るしかないですね。
カナエ　そうだ！続き、お姉ちゃんが考えたら？
つむぎ　私が？無理無理。
カナエ　演劇部でしょ？脚本作るんでしょ？
つむぎ　いや、それは顧問が・・・
カナエ　あの先生の脚本じゃ地区大会止まりだって文句
言ってたじゃない。自分たちで考えたほうがま
しだって！
つむぎ　いや、あれははずみで・・・
ルミ子　つむぎさんが考えてくださるの？
つむぎ　紙芝居なんて作ったことないし・・・
ルミ子　芝居も紙芝居も一緒よ。
つむぎ　簡単に言うな、しかもあんたが！
カナエ　私たちも手伝うから！
キイチ　任せてくださいお姉さん！
ルミ子　つむぎさん（キラキラした目で見つめる）
つむぎ　うわ。「ヒロインの目」だ・・・そんな目で見ら
れたら・・・わかったわよ！
ルミ子　つむぎさん、ありがとう！
つむぎ　ううううううううう。
⒏　ばあちゃん現る
祖母がやってくる。
祖母　　何を騒いでいるんだい？外まで声が聞こえたよ。
つむぎ　おばあちゃん！
　　　　　紙芝居を見つける。
祖母　　おや、この紙芝居。「ワンダーエース　最後の戦いの巻」・・・おじいさんの形見じゃないか。どうしてここに・・・
つむぎ　やっぱり、おじいちゃんのだったんだ。
　　　　　祖母、ルミ子に気付く。
祖母　　おや？あんた・・・
つむぎ　あのね、おばあちゃん。信じてもらえないと思
うけど、この人は
祖母　　知ってるよ。・・・コスプレの人だろ？「ワンダーエース」のルミ子さんによく似てるね。
カナエ　いや、おばあちゃん。この人、本人・・・
祖母　　本人・・・なるほど、長生きしてみるもんだね
え。
ルミ子　驚かないんですか？
祖母　　何が起きてもおかしくない時代だからね。それにしても、あんた紙芝居より美人だね。
ルミ子　まあ、お上手ですわ。
祖母　　おじいさんの絵もなかなかのもんだったけど、
絵より素敵だよ。そのペンダントも。
ルミ子　もう、おばあちゃんったら。
つむぎ　紙芝居の絵、おじいちゃんが描いたの？
祖母　　そう。「ワンダーエース　最後の戦いの巻」は、
お話しも絵も、死んだおじいさんが作ったの
さ。・・。おじいさん、ずっとしまってたんだね。
とっくに捨てたかと思ってたんだが・・・
つむぎ　おばあちゃん、詳しく教えて。どうしておじい
ちゃんはこれを作ったの？どうして途中で終わ
ってるの？
祖母　　・・・あんたたち、あたしの部屋においで。そ
こで話そう。少し長くなるけどいいかい？
　　　　
⒐　　立ち上がれワンダーエース
　　　祖母の部屋。子供たちとルミ子と祖母が座ってい
る。背後に回想場面。夕焼けの中、紙芝居屋（若
き日の祖父）が現れる。
祖母　　今から、五十年以上も昔のことさ。
　　　子供たちが現れる。
祖母　　この町の子供たちはみんな紙芝居に夢中で、町
には何人も紙芝居屋がいた。おじいさんは若か
ったけれど、「ワンダーエース」を演らせたら右
に出る者はいなかったね。まるで紙芝居の絵が
本当に喋って、本当に動き出すみたいだった。
　　　子供たちがワンダーエースに声援を送る。
祖母　　毎回、ワンダーエースがピンチになる。すると、
子供たちが大声で応援するんだ。子供たちの声
で力を取り戻したワンダーエースが悪党グーデ
ナグールをこてんぱんにやっつける。
子供たち　ワンダーエース、バンザーイ！
祖母　　ワンダーエースの物語を本当に動かしていたの
は、あの、子供たちの声なんだよ。
つむぎ　いいなぁ、みんなで一つになって大声出して。
楽しそう・・・

祖母　　でもね、世の中に、もっと楽しいものが出回り
始めた。
キイチ　テレビですね！　　　
祖母　　そう。画面の中でホンモノが動くんだ。紙芝居
が太刀打ちできる相手じゃないよ。紙芝居を観
に来る子供はどんどん減っていった。
　　　子供たちが一人また一人、紙芝居から離れていく。
祖母　　ワンダーエースの紙芝居を作っていた会社もな
くなってしまった。悩んだ挙句、あの人は紙芝
居屋をあきらめたんだ。
　　　若き日の祖父が残される。

祖母　　何年かして、ワンダーエースがテレビ番組にな
った。二人で知り合いの家に行って、一回目の
放送を見せてもらった。よくできていたけれど、
あたしたちにとっては紙芝居のワンダーエース
がすべてだった。子供たちの声援が聞こえな
いワンダーエースは、ワンダーエースじゃない。
二度と見たいと思わなかったよ。しばらくして
番組も打ち切りになってしまった。それを聞い
たあの人が言ったんだ。
回想の祖父　あと一回だけ、紙芝居をやりたいんだ。題
名は「ワンダーエース　最後の戦いの巻」。物語　　
は自分で作る。ワンダーエースを、僕の手で最
後まで戦わせてやろうと思ってね。・・・もちろ
ん、仕事はちゃんとやるよ。その合間に・・・
だめかな・・・
祖母　（笑う）面白そうですね。
回想の祖父　実はね、紙芝居、途中までできているんだ。
祖母　　なんだ、もう始めてるんじゃないですか。
回想の祖父　ただ、この続きがねえ・・・（紙芝居を渡す）
祖母　　「瀕死の重傷を負ったワンダーエースに悪の銃
口が向けられる！絶体絶命の大ピンチ！すると
その時！」・・・どうなるんですか？
回想の祖父　最後にワンダーエースを救うのは・・・
　　　　一つしかないと思うんだが・・・うまくいくか
どうか。
祖母　　あなた・・・
　　　　　回想の祖父、去る。

祖母　　おじいさんが紙芝居の話をしたのはそれが最後
だった。
つむぎ　じゃあ、紙芝居は
祖母　　完成しなかった。おじいさんの頭の中には、ち
ゃんと物語はあったんだ。でも、それを言葉に
する自信がなかったんだよ。大切なものを二度
も諦めなきゃならなかった、おじいさんの気持
ちを思うと、気の毒で何も言えなかったよ。
つむぎ　おじいちゃん、おばあちゃん、ルミ子さん・・・
いろんな人の物語が、この紙芝居の中で止まっ
たままになってるんだね。・・・もしかしたら、
私の物語も。
ルミ子　つむぎさんの物語・・・
つむぎ　おばあちゃん。この物語の続きを私に作らせて。
祖母　　ワンダーエースを救えるのかい？
つむぎ　何がワンダーエースを救うのかはわかったよ。

ルミ子　つむぎさん！
カナエ　やった！（キイチの手をとって喜ぶ）
つむぎ　でも、私に救えるかどうかはわからない。
カナエ　どうして？
つむぎ　紙芝居を完成させるだけじゃ物語は動き出さな
いよ。声がなくちゃ・・・

⒑　瀧上姉弟

　　　瀧上家の子供部屋。演劇部三年・瀧上比沙子と弟
キイチが並んで立っている。
姉　　　ふうん。で、そのルミ子さんって人は、まだつ
むぎンちにいるわけだ。
弟　　　・・・（うなずく）
姉　　　あんた、父さんと母さんにルミ子さんのこと言
ってないよね。
弟　　　・・・（強くうなずく）
姉　　　絶対に言うなよ。紙芝居の中から女の子が出て
きたなんて、我が子が言いだしたらさらに心配
するから。
弟　　　・・・（強く二度うなずく）
姉　　　しゃべれよ！（キイチの頭をはたく）
弟　　　姉ちゃんは・・・信じてくれる？
姉　　　あんたは意気地なしで変な奴だけど、嘘つきじ
ゃない。だいたい、門限破りの言い訳ならもっ
とましな嘘つくでしょ。
弟　　　ありがとう・・・あ、僕が姉ちゃんに喋ったって、つむぎさんには・・・
姉　　　わかってるよ。明日、学校で会っても黙ってる。
弟　　　うん・・・
姉　　　で、できそうなの？紙芝居。
弟　　　うん。あと一息。でも・・・
姉　　　でも？
弟　　　紙芝居の絵が・・・描けない。絵心のある人が・・・
いない。

姉　　　絵のない紙芝居か・・・だめじゃん。（スマホを
取り出す）
弟　　　姉ちゃん・・・
姉　　　あ、つむぎ？お疲れ。ごめんね、キイチが迷惑かけて。・・・あのさ、去年の劇で作った背景画覚えてる？そう、渋谷の交差点の絵。・・・でしょ？私、ああいうの結構得意なんだ。演技ではあんたに負けるけど、美的センスでは勝てる気がするんだ・・・って、そう思ったら、急に絵が描きたくなってね～～～。この美的センスを生かせる場がどっかにないかなぁ。いや、弟からは何も聞いてないよ。別に紙芝居のことなんか。・・・つむぎ、力にならせてよ。・・・あ、泣く？（泣いているらしい）・・・じゃ、頑張ってね。
弟　　　姉ちゃん！秘密だって言ったのに・・・怒られ
ちゃうよ！
姉　　　へへへ、ごめんね。それよりキイチくん。・・・キミはどうするんだい？
弟　　　え？
姉　　　キイチくんの物語も、止まったままじゃないの
かな？
弟　　　僕は・・・別の物語を始めるよ。
姉　　　そう。別にいいけど。カナエちゃんはキミの座
っていない
席を見ながら、お別れの挨拶をするんだね。心
残りじゃないのかな・・・ま、それがキミの新
しい物語だっていうなら、私はもう何も言わな
いけどね。
弟　　　うるさい。・・・ブス。
姉　　　ほざけ、若年寄め。
　　　ふくれる弟。ほほ笑む姉。優しい沈黙。
弟　　　・・・・・・ごめんね・・・ブスって言って。
姉　　　気にしてないよ。つーかブスじゃねーし。・・・
それにしても・・・つむぎ、どこで誰に向けて
読むつもりなんだろう、紙芝居。
⒒　ワンダーエース最後の戦い
二年Ｃ組、帰りの学活での一コマ。椅子が並ぶ。
生徒たちが思い思いの格好で座っている。座って
いない者もいる。グループごとにそれぞれの話題
で盛り上がる。主人公・織原つむぎの友人の日景
ひなたは、ポツンと一人、うつむいたまま座って
いる。ひなたの様子には誰も気づかない。
担任　　席に着きなさい！・・・（指示が通らない）せき
につきなさい！・・・学活終わらないと帰れま
せんよ！

生徒Ａ　エッ、今日帰れないんですか？
担任　　学活が終われば帰れます・・・って毎日毎日同
じことばっかり言わせるな！
ひなた　先生。
担任　　どうしたの？
ひなた　つむぎがいないんですけど。
担任　　困ったわ。お別れの挨拶をしてもらうはずだっ
たのに。
　　　拍子木の音。
紙芝居屋の格好をしたつむぎが現れる。
生徒Ａ　何？なんか始まるの？

担任　　織原さん！？
　　　ざわめく生徒たち。

つむぎ　これから、お別れの挨拶の代わりに紙芝居を見
てもらいます。
生徒Ｂ　え、意味わかんないんだけど。
生徒Ｃ　まだ帰れないの？
　　　つむぎ、拍子木を鳴らす。生徒、黙る。
つむぎ　「ワンダーエース　最後の戦いの巻」っていう
お話です。正義のために戦うヒーローの物語で
あり、一人の女の子の物語でもあります。私は
この物語を、この２年Ｃ組のみなさんに贈るこ
とに決めました。
　　　興味なさそうなＣ組の生徒たち。あるものはぼそ
ぼそと雑談をし、あるものは本を読み始める。ひ　　
なただけがつむぎを見守っている。
つむぎ　「ワンダーエース　最後の戦いの巻」はじまり
はじまり～～～～っ。
ひなた、ささやかに拍手を送る。
つむぎ、拍子木を鳴らす。

つむぎ　「悪党グーデナグールの本拠地に乗り込んだワ　　
ンダーエース！すると突然、背後からグーデナ
グールの手下ブグとバグが襲い掛かる！
「時間の経過」を現す「暗転幕」が横切る。
幕が通り過ぎると、つむぎの演技に教室が引き込
まれている。舞台の上にワンダーエースが立って
いる。
ブグ　　ちくしょう！（逃げる）
バグ　　覚えていろ！（逃げる）
エース　出てこい、グーデナグール！きさまの悪事も今
日限りだ！

グーデ　（呪文）ビンデナグールボーデナグールグーデナグール（声だけ）よく来たな小僧。誉めてやろう。だ
が、お前の命こそ今日限りだ。
登場人物のセリフがだんだん小さくなり、音楽が
大きくなる。ふたたび「暗転幕」が横切り、時間
が経過する。グーデナグールがルミ子を人質にし
ている場面。生徒たちは身を乗り出している。
エース　ルミ子さん！どうして毎回人質に・・・
ルミ子　エースさん、ごめんなさい。
つむぎ　ルミ子さん、がんばってね！
ルミ子　ありがとう、つむぎさん！
グーデ　こいつを助けたければ、おとなしくその腕輪を
外せ！
エース　何？
グーデ　それさえなければワンダーエースといえど赤ん
坊も同然だ。さあ、外せ！

エース　・・・・・・。（躊躇している。）
グーデ　こいつがどうなってもいいのか？
エース　仕方ない。（腕輪を外して放り投げる）さあ、約
束通りルミ子さんを放せ。
生徒Ａ　だめだって、外したら！
生徒Ｂ　やられるに決まってるじゃん。
グーデ　（腕輪を奪い去る）手下どもさっきの仕返しだ！
生徒Ｃ　卑怯だわ！
生徒Ａ　だから言ったのに！

手下どもがワンダーエースを棍棒で殴りつける。
その場に倒れこむエース。卑怯にもエースを二人
がかりでさらに痛めつける手下ども。
ルミ子　エースさん！ああ、どうすれば・・・何かいい
方法はないかしら・・・
グーデ　私がとどめを刺してやる！（銃を出す）覚悟し
ろワンダーエース！
つむぎ　「瀕死の重傷を負ったワンダーエースに悪の銃
口が向けられる！絶体絶命の大ピンチ！」
　　　身を乗り出す生徒たち、そして先生も。
　　　　　
つむぎ　「するとその時！」
突然のＢＧＭ。校内放送が流れ始める。
放送　 　「清掃の時間です。窓を開けて、教室の掃除を
しましょう。足で雑巾がけをするのはやめまし　　
ょう。」
つむぎ　・・・するとそのとき、ワンダーエースの耳に
子供たちの声援が聞こえてくるではありません
か！立ち上がれ、ワンダーエース。負けるなワ
ンダーエース。その声はだんだんと広がってい　　
くのでした。立ち上がれ、ワンダーエース。
負けるな、ワンダーエース。
つむぎ、教室を見渡す。ぽかんとする生徒たち。
生徒Ａ　え？うちらが言うの？無理無理。
生徒Ｂ　あんたいいなよ。
生徒Ｃ　やだよ、恥ずかしいもん。
　　　清掃のＢＧＭだけが流れる
つむぎ　・・・今から五十年前にひとりの紙芝居屋さん　　
がこの物語を書こうとして挫折してしまいまし
た。子供たちの声でワンダーエースが立ち上が
る場面を書きたかったけれど、自信がなかった。
子供たちが紙芝居に見向きもしなくなっていた
からです。結局、この物語は止まったまま長い
眠りにつきました。今日は皆さんと一緒に、こ
の物語の結末を迎えたいと思います。
生徒Ｄ　織原の声って、初めてちゃんと聞いた気がする。
生徒Ｅ　俺も。でも、声援ってどうよ。ださくない？
生徒Ｆ　え？うん・・・。

つむぎ　みなさんの声がないと、この物語はここで終わ
ってしまいます。ヒーローは傷だらけのまま、
ヒロインは悲しみにくれたまま、悪者は自分た
ちの罪を罰せられないまま、・・・。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
そしてこの物語は、二度と語られることはない
でしょう。たかが紙芝居かもしれません。でも、
これは私の物語でもあり、みなさんの物語でも
あるんです。

生徒Ａ　うちら関係なくない？
担任　　織原さん、あなたの気持ちはよく分かったか
ら・・・
つむぎ　わたしは今日で転校します。明日から新しい生
活が始まります。でも私の中に２年Ｃ組の物語
は残ります。どっちつかずの宙ぶらりんのまま
で。そのままで思い出になってしまうのは嫌で
す。みなさんの中には、２年Ｃ組のどんな思い　　
出が残りますか？

担任　　織原さん！
つむぎ　・・・時間をとらせてしまってごめんなさい・・・
今までお世話になりました。みんなのことは忘
れません。ありがとうございました。（と言いか
けている途中で）
ひなた　（意を決して立ち上がり）立ち上がれワンダー
エース（と言おうとしたそのとき）
生徒Ｆ　立ち上がれ、ワンダーエース！
生徒Ｄ　お前、どうした？

ひなた　（一緒に）負けるなワンダーエース。
生徒Ｆとひなた　立ち上がれ、ワンダーエース。負ける
なワンダーエース！（途中からさらに数名が加
わる）
つむぎ　傷だらけになったワンダーエースの身体に、子
供たちの声援が力を与えた！
　　　ワンダーエースがよろよろと身を起こす。
生徒全員　立ち上がれ、ワンダーエース！負けるな、ワ
ンダーエース！立ち上がれ、ワンダーエース！
負けるな、ワンダーエース！
つむぎ　そしてついに！
　　　ワンダーエースが立ち上がる！

生徒全員　おお～～～～っ（拍手）
エース　　てめえら、ふざけやがって！
生徒全員　ワンダーエースの口調が・・・
エース　ただじゃおかねえぞ！
生徒全員　変わった！
エース　うおおおおおお～～～～っ。
つむぎ　よみがえったエースは手下の二人をあっという
間にやっつけ、ルミ子を取り返す。
ルミ子　ありがとう、エースさん！
エース　ったく、世話の焼けるお嬢さんだぜ。・・・今度
はてめえの番だ、グーデナグール！
＊ワンダーエースとグーデナグールの一騎打ち。
グーデ　ビンデナグール（瓶で殴ろうとするが、エース
に瓶を奪われて殴られる）ふげむぐっ！ボーデ
ナグール（棒で殴ろうとするが、エースに棒を
奪われて殴られる）おげぐがっ！グーデナグ～
～～～～～～～～～～～（スローモーション）
うがああああああっ！
つむぎ　ワンダーエースのクロスカウンターパンチがさ
く裂！崩れ落ちるグーデナグール。
生徒全員　やったあああああっ！（ハイタッチして歓喜
する）
つむぎ　　しかし！
エース、再び倒れこむ。グーデナグールがよろよ
ろと起き上がる。
つむぎ　もはやワンダーエースの体力は限界だった！す
きをついて小型ジェット機に乗り込み脱出を図
るグーデナグール。
グーデ　さらばだ諸君、また会おう。
　　　ジェット機のエンジン音が響く。
エース　まて、グーデナグール。卑怯だぞ・・・（倒れる）
つむぎ　エースの叫びもむなしく小型ジェットはどんど
ん小さくなっていく。
生徒全員　お～～～～っ（落胆）
つむぎ　　しかし、そのとき！
生徒全員　お～～～～～っ？（希望）
つむぎ　ルミ子の耳に、亡き父トキワ博士の言葉が響
いたのであった。
ひなた　（トキワ博士が憑依する）ルミ子、お前のペン
ダントを外して思い切り投げつけなさい！
ルミ子　でも、これはお父様の形見・・・
ひなた　その中には超小型ミサイルが仕込んである。グ
ーデナグールに脅されて開発した武器だが、ど
うしても渡すことができなかった。それでペン
ダントに隠してお前に持たせたんだ。今まで黙
っていてすまなかった。さあ、早く投げるんだ！
ルミ子　わかりました。・・・（ペンダントの鎖を引きち
ぎり）父の仇グーデナグール、覚悟！やあああ
あああっ（投げる！）
つむぎ　ルミ子のペンダントは光の矢となり、遠ざかる
ジェット機めがけて飛んで行った！
生徒全員　おおおおおおおっ（ペンダントの行方を目で
追う）
　　　　　沈黙
グーデ　なんじゃこりゃぁぁぁぁっ
　　　　　爆発音
つむぎ　見事、ルミ子は父の仇をうつことができたので
ありました！
　　　　　
ルミ子、倒れているエースに駆け寄る。
ルミ子　エースさん！
エース　よかったな、仇がうてて・・・（立ち上がろうと
する）いててっ（立てない）
ルミ子　あなたの身体はこれまでの戦いで傷だらけです。
グーデナグールがいなくなった今、その傷をゆ
っくりと癒してください。
エース　でも、この世に悪があるかぎり・・・
ルミ子　あなたに頼りっぱなしではいられません。自分
たちの平和は、自分たちで守らなければならな
いんです。いつか、本当に助けが必要になった
とき、また駆けつけてください。
エース　わかったよ・・・あとは頼んだぜ・・・
つむぎ　ルミ子の肩を借りて立ち上がるワンダーエース。
真っ赤な夕焼けが二人を照らすのでありました。
さようなら、ワンダーエース。ありがとう、ワ
ンダーエース！「ワンダーエース　最後の戦い
の巻」これにて一巻の終わりです。
拍子木の音。
沈黙のあと、少しずつ拍手が広がっていく。
　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　舞台につむぎとルミ子だけ。二人それぞれにサス。
ルミ子　つむぎさん。
つむぎ　ルミ子さん。
ルミ子　お願い聞いてくれてありがとう。エースさんの
セリフも変えてくれて。
つむぎ　意味わかんなかった。エースの言葉遣いをもっ
と悪くしてほしいなんて。
ルミ子　カナエさんに借りたマンガがとっても面白くて。
今の正義の味方って、みんな言葉遣い悪いんで
すもの。「ったく、しゃあねえなあ」とか。最後
ぐらいエースさんにも真似してほしくて。
つむぎ　ちょいワルのワンダーエースになったね。
ルミ子　あなたのおかげで物語の世界が命を取り戻した
わ。つむぎさん、ありがとう。・・・じゃあ、戻
るね。
つむぎ　ルミ子さん・・・さよなら。
ルミ子　さようなら。
つむぎ　会いたくなったら、また紙芝居やるよ。新しい
学校で！
　　　ルミ子、強く頷く。
　　　

⒓　さよなら、キイチ。
花束やプレゼントを抱えたカナエが歩いてくる。
後から絆創膏だらけのキイチがついてくる。
カナエ　信じらんない。久々に登校した日に取っ組み合いの大ゲンカなんて。
キイチ　すいません・・・
カナエ　なんなの。「ジャックナイフ」とか呼ばれたいわ
け？
キイチ　そういうわけじゃ・・・ただ、あの人たちにこ
れ以上バカ
にされたくなくて
カナエ　まあ、あいつらもホントは根性ないからね。たぶんもうやらないよ。
キイチ　明日、謝ります。
カナエ　明日も行くんだね、学校。
キイチ　そのつもりです。

カナエ　そっか・・・見たかったな。あいつらと仲直りするとこ。私は明日、もういないけど。
キイチ　そうですね・・・あ、お姉さん、紙芝居うまく
いったでしょうか。
カナエ　大丈夫だよ。だって、演劇部員だし。よく考え
たら紙芝居屋の孫だし。
キイチ　そうですね。
カナエ　キイチ、よく来たね。学校。・・・最後に教室であえてよかったよ。
キイチ　はい。あの・・・
カナエ　キイチ。
キイチ　はい。
カナエ　先、帰って。
キイチ　え？なんで
カナエ　なんでも。うちの人に迷惑かけてんだから、早
く帰ってあげなよ。ほら。・・・ほら。
キイチ　（行こうとして振り返る）あ、カナ・・・（とい
いかけて）・・・織原さん、今までありがとうご
ざいました。（きちんとお辞儀をして、立ち去
る。）
カナエ　・・・・無理するなよ。じゃあね。（背中を見送りながら）さよなら、キイチ・・・（花束に顔をうずめる）
⒔　転校生
　　　チャイムの音。２年Ｃ組の生徒たちがグループご
とに雑談しながら、現れる。
ひなた　合唱コンの自由曲、「ワンダーエースのうた」でいいんですか。ちょっと聞いてください！合唱コンの自由曲は「ワンダーエースのうた」で・・・あーもう。つむぎの苦労がわかるわ・・・
　　　担任が現れる。
ひなた　先生、聞いてください。みんな
　　　担任、魂の抜け殻のようになっている。
ひなた　先生？先生っ？
　　　生徒たち、担任の異変に気付く。
担任　みなさんにおしらせがありますきょうからこのく
らすにてんこうせいがきますどうぞはいってくだ
さい（言い終わると同時に倒れる）
ひなた　先生！
　　　生徒たち、慌てて駆け寄る。転校生がやってくる。
異様な気配。
転校生　転校生の黒木こぶしといいます。今日からこの
クラスで・・・みなさんを支配することになり
ました。目標は・・・世界征服です。今度は誰
にも邪魔させません。ふっふっふっビンデナグ
ールボーデナグールグーデナグール。ビンデ
ナグールボーデナグールグーデナグール！
　　　最初は凍り付いていた２年Ｃ組の生徒たち。互い
の顔を見合わせ、力強くうなずく。立ち上がり、
グーデナグールと対峙する。
生徒全員　　そうはさせないぞ、グーデナグール！
新たな戦いが始まろうとしていた。
　　　　　　
幕　
　　　　　

